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県内構成組織・地域協議会、
組合員11万5,000人の声を県政へ

連合長野では、毎年、県民生活の向上、とりわけ労働者の労働環境の向上をめざし、長野県
の行政に対して、「産業・雇用」「医療・社会保障」「防災・危機管理」「学校教育」「地方創生」
等様々な分野について多くの提言を行っている。今年も、連合長野政策委員会（村山智彦委員
長）が中心となり、各構成組織代表者・地域協議会代表者がメンバーに加わり、11月から12月に
かけて合計４日間のスケジュールで行った。

要請書の申し入れ内容は、2015年「県政への要求と提言」に基づくものであり、県内組合員
からの意見と構成組織内における討議、地域協議会における議論から決定されている。担当部
局宛てに課題を分けて要請書を提出し、担当部局からの回答を受けたのち、各部局長との懇談
を実施し意見交換を行った。今後は、県からの回答をもとに、追加項目を検討したのち、2016年３
月頃、県知事に県政要求として提出する予定である。

≪要請書提出・懇談スケジュール≫
11月18日（水）16:30 ～　教育委員会
11月19日（木）13:30 ～　企画振興部
11月19日（木）15:00 ～　産業労働部
11月24日（火）9:30 ～　 林務部
11月24日（火）10:30 ～　健康福祉部
11月24日（火）13:30 ～　総務部
11月24日（火）15:00 ～　農政部
12月17日（木）11:00 ～　建設部

≪要請書提出・文書回答のみ≫
会計局、県民文化部、危機管理部

≪主な要請内容　～抜粋～≫
○労働者が育児をしやすい環境整備とした

働く女性への支援強化、就業環境整備
（保育所等の拡充、病児・病後後保育）等
の充実【県民文化部・産業労働部】

○「長野県契約条例」の施行に伴い、県が行
う建設工事等について、下請けの現場労
働者の最低賃金規制と社会保障制度適
用の周知徹底【建設部・会計局】

○働く上で必要なワークルールの知識を深め
活用できるよう、小中学校・高校での労働教
育のカリキュラム化や、産業界と協力した実
業高校の施設整備の促進【教育委員会】

ワークルール教育の充実を求める村山政策委員長 医療計画・介護の現状について健康福祉部と懇談



11月28日（土）、連合長野、諏訪・上伊那・飯田地
協の共催により、諏訪市文化センターにおいて平和
学習会を開催した。当日は、各構成組織・地協より組
合員と家族・子ども110名が参加した。１部は、語り部
であるバスガイドの崎原真弓さんから、沖縄の歴史や
沖縄戦の体験を三線による弾き語りや琉球空手の
演武を交えて語っていただいた。

また、２部は、連合本部の山根木晴久総合局長をコーディネーターとして、連合沖縄青年委員の久場景
太郎さん、川田竜輝さん、連合長野青年委員会の渡邊祐委員長、竹花公宏事務局長によるシンポジウム
を開催し、沖縄青年委員会から取り組み報告をいただき、戦争の事実を次代へ継承するために私たちが
取り組むことやこれからの平和運動について考えた。終戦から70年が経ち、戦争体験者や被爆体験者は
年々高齢化している。人々に悲劇しかもたらさない戦争は二度と繰り返してはならず、連合長野は、戦争体
験者の訴えや戦争の事実を次世代へと継承していく取り組みを継続して行っていく。

【参加者からの報告】
「琉球は、共存共栄の精神のもと、唄、三線で芸能

を披露しながらおもてなしをし、貿易に力を入れてきまし
たよ。その芸能を愛する平和な国に悲劇が起こります。
薩摩の琉球侵略です……」沖縄のカリスマスーパーバ
スガイド崎原真弓さん扮するおばあの語りが始まります。
450年の琉球王国に幕を閉じ、沖縄県として新しい時
代が始まったのもつかの間、再び襲った沖縄戦の悲
劇。小学生が犠牲になった対馬丸。声を出すことも許
されずガマの中で亡くなった赤ちゃん。涙ながらに語る
おばあの声だけが、切なく会場に響きます。「皆さんに
おばあの悲しい話を聞かせて涙そうそう。だけどね、あん

た達が生きていく時代、子供達が生きていく時代、絶
対戦争はあってはならんから、おばあの地獄のような話
をしたよ」平和を心から願う、おばあの声を借りた崎原
さん本人の悲痛な訴えで、おばあの話は終りました。

おばあの語りと連合沖縄青年委員会の方の「戦
争を知らない僕たちが、沖縄で起きた現実を、沖縄の
地から発信し続けることが僕たちの使命だと思ってい
る」この頼もしい発言が、ともすると平和という言葉が
上滑りしがちな自身への警鐘に繋がったように思う。

今なお基地移転問題に揺れる沖縄。戦後70年、
まだまだ終焉を迎えてはいない。

（諏訪地協　矢崎泰子さん）

平和学習会
「戦後70年とこれからの平和運動」を開催！

～次世代へ想いをつなぐ～



連合長野ニュース No.380【12月】

11月28日連合長野平和学習会が開催され、青年
委員会のメンバーとして参加をさせて頂きました。第1
部では、沖縄カリスマスーパーバスガイド崎原さんに講
演いただき歌や踊りで沖縄の歴史を学びました。また、
戦争を体験した「おばあ」の口調をまねた沖縄戦の
話を聞き、時を超えて沖縄から離れた長野で沖縄戦
の悲惨さを体験し、涙がでる思いでした。第2部では、
連合沖縄青年員会の久場さん・川田さんの平和行
動のプレゼンとパネルディスカッションをさせてもらいま
した。沖縄の平和行動でお二人はバスツアーのピー
スガイドとして活躍されており、ガイドとして平和の大切

さ・平和について考える・平和を語るということで意識
が深まっていくことを訴えていました。また、本当は言
いたくない沖縄の裏側という題目で、戦争の影響で
作り出された沖縄の生活環境の話がありました。パネ
ルディスカッションでは、青年委員会委員長の渡邊さ
んと私で沖縄の平和行動でピースガイドのお手伝い
をさせて頂く提案と生活環境については連合全体
が抱えている問題でもあり、組合員が団結して改善
するべき課題だと互いに認識しました。

学習会を通して改めて平和の尊さ、これを次世代
に語り継ぐことは重要で、安心して働き暮らすための
平和運動・組合活動の重要性が理解できました。

学習会では参加者全員で手を取り合って大きな
輪を作り、歌や踊りを共に行い想いを共有した学習
会であったと感じています。

（連合長野青年委員会　竹花公宏事務局長）

崎原さんによる三線の弾き語り（左）と琉球空手の演武（右）

連合沖縄青年委員（左：久場さん　右：川田さん）

連合長野青年委員
（左：竹花事務局長　右：渡邊委員長）
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 全労済公式キャラクター「ピットくん」ファミリー 

連合長野は、各構成組織・地域協議会のご協力
のもとカンパ金を頂き、地域の社会貢献活動に役立
てている。2015年度は約324万円もの金額をカンパ
頂き、神城断層地震被害への義援金（白馬村・小谷
村・大町市等）や木曽町環境協会へ支援金、県内
の社会福祉施設への車椅子付搬送車の贈呈等、
約296万円の拠出を行った。また、寄付を行った団体
のうち、外国籍児童支援会議サンタプロジェクト、第
42回あしながPウォーク10実行委員会、満蒙開拓平

和記念館、日本聴導犬協会の４団体に対して第27
回定期大会において目録の贈呈式を行った。

1992年夏よりスタートした「ふれ愛資金」カンパは
今 年23年目を迎え、この 間 のカンパ 総 額 は
１億７５１万円となっている。2016年度においても引
き続き、連合長野「ふれ愛資金」の取り組み趣旨に
ご理解いただき、各構成組織・地域協議会の多くの
皆さんからのご協力をお願いしたい。

11月８日（日）長野市・城山公園にて第42回あしな
がＰウォーク10が行われ、連合長野より52名の組合
員が参加した。横断幕を持って約５キロのコースを歩
きながらアピールし、途中の休憩ポイントでは、学生ス
タッフによる寸劇で育英会の活動を学んだり、十分な
教育を受けることができないウガンダの子ども達の実
態をクイズで学習した。

実行委員会長野県代表の中井志穂さんから、
「遺児学生の自分たちが夢と希望を持って進学でき

るのは、あしなが育英会から
の奨学金のおかげ。しかし、
世界には十分な教育を受け
られずにいる子ども達が大
勢いる。自分達同じように将
来への夢と希望を持って進
学できるように寺子屋が必

要であり多くの皆さんの支援をいただきたい」と想い
を語っていただいた。

あしながＰウォークは毎年11月に全国47都道府県
で一斉開催されているボランティアウォークであり、両親
を病気や事故等で亡くした遺児学生がボランティアス
タッフとなって企画・運営を行っている。連合長野では、
ふれ愛カンパからの贈呈も行っており、この活動への
参加を通じてより多くの組合員へ、海外の遺児に対す
る教育支援の必要性を呼びかけていきたい。

第42回あしながＰウォーク10へ参加

第27回定期大会において
ふれ愛資金寄贈団体に目録を贈呈

長野市内を行進する参加者一同

皆さんの想いが

カタチになって

います！！


